













































































りもかえって天地を師となすこと 方を重視している とが伝わる。董其昌の題跋や随筆からは、彼が自然の景勝 観察す ことに非常に敏
感






































































































































































































































































































































































































































祀ってそこで読書するよう請うた。かくし 、二人はそこに読書台を築き、堂や祠堂、花圃などを整備した。そ 物の一つ一つにつ て詳述した上で、王世貞は﹁二子が偶然そこ こ で、真の崑山を得ることになり、崑山は二陸の遺踪を千載の後 得ること なった。…無念に途絶えた二陸の血統を蘇らせ、…彼らを祀る香火を再び見ることができた。これは、文士 大いなる幸である︵注２下線④︶という。
その後、徐孟孺は、母を天馬山に葬ったのを機に、眺望のよい鍾賈山
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































en C. Fong, “Tung C
hi ʼ-ch ʼang and A
rtistic R
enew
al ”, in W
ai-kam
 H
o and others 
ed. The C
entury o Tung C
h’i-C
h’ang 1555-1636, Volum
e 1, P.46, Seattle and London: 
The N
elson-A
tkins M
useum
 of A
rt, The U
niversity of W
ashington Press, 1992.
９
 　
横
雲
山
の
名
は、
陸
機
の
弟
陸
雲
の
名
に
由
来
し、
唐
代
に
横
山
か
ら
改
名
さ
れ
た
と
い
う。
文
淵
閣
四
庫
全
書
本︽
至
元
嘉
禾
志
︾
巻
四、
﹁
…
本
名
横
山、
唐
天
宝
六
年易名。与機山相望僅五里許、或云因陸雲名之。…﹂
。
10 　
さ
ら
に
言
え
ば、
小
昆
山
の
中
で、
現
在、
北
峰
の
北
側
に﹁
二
陸
読
書
台
﹂
な
ど
の、
筆
者
不
明
の
石
刻
の
あ
る
摩
崖
が
あ
る。
︵
図
8参
照
︶﹁
婉
孌
崑
山
陰
﹂
と
い
う
陸
機
の
詩
句
か
ら、
崑
山
の
北
側
に
史
跡
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
王
世
貞
の
記
に、
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め、
後
の
時
期
の
も
の
で、本作品 景物とは無関係と
判断した。
11 　
陳
継
儒
の
読
書
台
に
当
初
築
か
れ
た
湘
玉
堂
の
南
に、
六
畝
の
広
場
が
あ
り、
そ
こ
に
友
人
知
人
か
ら
諸
花
を
譲
り
受
け
た﹁
乞
花
場
﹂
と
い
う
花
圃
を
造
り、
そ
れ
が
見
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た︵
注
２、
③
と
④
の
間
参
照
︶。
王
世
貞
は
さ
ら
に
別
に
そ
の
花
圃
の
為
の
記
も
書
い
て
い
る︵
注
４
参
照
︶。
現
在
の
婉
孌
草
堂
の
周
囲
に
は、
そ
れ
ほ
ど
の
広
さ
の
平
地
は
な
い。
現
在
の
小
昆
山
の
南
門
あ
た
り
か
ら
読
書
台
に
至
る
な
だ
ら
か
な
斜
面
が
そ
れ
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
か。
こ
の
よ
う
に、
王
世
貞
の
記
述
と現状の小昆山の比定は、今後さらなる検討が必要である。
︹付記︺　
本
論
は
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
一
日
～
二
十
四
日
に、
上
海
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム﹁
董
其
昌
書
画
芸
術
国
際
研
討
会
﹂
に
際
し
て
事
前
に
送
付
し
た
中
文
予
稿
の
日
本
語
原
稿
に
多
少
の
補
足
加
筆
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る。
中
文
の
定
稿
に
よ
る
論
集
は
今
年
末
に
出
版
予
定
で
あ
る。
な
お、
本
文
中
に
記
し
た
横
雲
山
に
お
け
る
近
代
の
採
石
業
や
現
状
に
関
す
る
情
報
や
資
料︵
上
海
市
松
江
県
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
著
﹃
松
江
県
志
﹄
四
一
六
頁、
新
華
書
店、
上
海、
一
九
九
二
年
︶
は、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後、
松
江
区
博
物
館
副
研
究
員
で
董
其
昌
書
画
芸
術
博
物
館
々
長
　
楊
坤
氏
か
ら
教
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る。
す
で
に
本
稿
三
校
の
〆
切
間
際
で
あ
っ
た
た
め
こ
こ
に
付
記
し
謝
意
を示したい。
－　－25
図１　董其昌　婉孌草堂図　1597年　台湾個人藏図２　董其昌  九峰招隠図　1596年
　　　≪燕呉八景冊≫より　上海博物館
図２　部分（九峰招隠図） 図３　董其昌　赤壁雲帆図　1596年
　　　≪燕呉八景冊≫より　上海博物館
－　－26
図４　元　黄公望　九珠峰翠図　國立故宮博物院・台北
図５　伝王維　江山雪霽図巻　部分　京都　小川家蔵
図７　横雲山南面　遠望（小昆山から北を望む）
　　　（図６・７・８とも筆者撮影　2018月９月）
図６―２　小昆山東斜面　中腹から下を望む図８　小昆山園遊覧図（現地案内図）
図６―１　小昆山東斜面　遊歩道
